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れている（使徒 18 : 1-8参照）。Iコリント書は彼の第三回伝道旅行の間，エフェソ滞在









Iコリント書 14章 1節以下は，12章 1節から語られる「霊の賜物について（Peri. de. tw/n 
pneumatikw/n）」の枠内に位置し，最も大きな霊の賜物である愛について語られた後











祈り（14 : 13）であり感謝（14 : 16）
造り上げる対象 教会を造り上げる（建てる）（14 : 4） 人を造り上げる（建てる）（14 : 4）
解釈 解釈は不要（14 : 5），ただし他の者が
判断する（14 : 29）
解釈は必要（14 : 5，27）
















る預言者の姿も記されている（使徒 11 : 27以下，21 : 10，ディダケー 13 : 1以下）。
 2 青野太潮『最初期キリスト教思想の軌跡 イエス・パウロ・その後』，新教出版社，2013年，508
頁参照。
 3 同様の発言は以下を参照。Iコリ 4 : 5「主は闇の中に隠されている秘密（ta. krupta. tou/ sko,touj）
を明るみに出す」，ロマ 8 : 27「人の心を見抜く方は，霊の思いが何であるかを知っている」。また，










Iコリ 14章 6節，及び 26節でも預言と異言と共に言及されている「教え（didach,）」と
は何か6。初代教会の礼拝では，「教師（dida,skaloj）」（Iコリ 12 : 28，ガラ 6 : 6，ロマ





パウロにとって教会は，「イエス・キリストにおける信仰を通した」（dia. th/j pi,stewj evn 
Cristw/| VIhsou/）」（ガラ 3 : 26）神の子の集いであり，彼，彼女らは「キリストの体（sw/ma 
tou/ Cristou/）」（ロマ 7 : 4，Iコリ 6 : 15, 10 : 16, 12 : 12以下他）に連なっている。とり
わけ，Iコリント書の前半部分において，パウロはコリント教会の構成員は「神の畑」で
あり，「神の建物（oivkodomh,）」であることを述べる（Iコリ 3 : 9）。「イエス・キリストと
いう既に据えられている土台を無視して，だれもほかの土台を据えることはできません。」
（3 : 10）イエス・キリストが土台（qeme,lioj）であるというメタファーを用いて教会につ
いて語っている（同 3 : 10-11，ロマ 15 : 20参照）。この建築物の礎としてのイエス・キ
リストのメタファーは，同書 14章以降でも用いられている同様の建築用語「造り上げる
こと，建てること（oivkodomh,）」に繋がっていく8。14章 1節以下は 3章 1-17節と密接に関
 4 「教会（evkklhsi,a）」という単語は新約では 114回用いられているが，そのうちパウロ書簡は 44回，
I，IIコリでは 31回に及ぶ（Iコリは 19回）。
 5 Vgl. C. Wolff, Der erste Brief des Paulus an die Korinther, Leipzig 1996, S. 328.　Iコリント書で教会
に関する言及は 14章に集中している。14 : 19, 23, 26, 28, 33, 35。
 6 ロマ 6 : 17. 16 : 17参照。
 7 山田耕太『新約聖書の礼拝 シナゴーグから教会へ』日本キリスト教団出版局，2008年，47-56頁
参照。エフェ 4 : 11，使 13 : 1，ヤコ 3 : 1，ディダケー 11-15参照。
 8 Lindemannは，様々な問題を論じている Iコリント書の中心テーマは「教会（evkklhsi,a）」とそれ
を「造り上げること（oivkodomh）」に集約されると主張している。A. Lindemann, Der erste Korinther-
3
58̶ ̶
係している。パウロは Iコリント書 14章で 4回「oivkodomh,」，IIコリでも 4回用いており，
教会形成に関する文脈でこの言葉を好んで使ったと考えられる9。
14 : 3 「預言する者は，人に向かって語っているので，人を造り上げ，励まし，慰めま
す（oivkodomh.n kai. para,klhsin kai. paramuqi,an）。」
14 : 5 「（略）異言を語る者がそれを解釈するのでなければ，教会を造り上げるためには
（i[na h` evkklhsi,a oivkodomh.n la,bh|），預言する者の方がまさっています。」
14 : 12 「あなたがたの場合も同じで，霊的な賜物を熱心に求めているのですから，教会
を造り上げるために（pro.j th.n oivkodomh.n th/j evkklhsi,aj），それをますます豊かに
受けるように求めなさい。」
14 : 26 「（略）あなたがたは集まったとき，それぞれ詩編の歌をうたい，教え，啓示を語
り，異言を語り，それを解釈するのですが，すべてはあなたがたを造り上げるた
めにすべきです（pa,nta pro.j oivkodomh.n gine,sqw）。」
名詞「oivkodomh,」は，家（oi=koj）を建てることに由来し，「（家などの構造物）を建てる
こと」「造り上げること」，「建築」のみならず，霊的に「人を建てる」「造り上げる」とい
う意味も含んでいる。動詞「oivkodome,w」も Iコリント書では 6回用いられる（8 : 1, 10, 










brief, Tübingen 2000, 15-17.
 9 その他，ロマ 14 : 19, 15 : 2，Iコリ 3 : 9，IIコリ 5 : 1, 10 : 8, 12 : 19, 13 : 10，
10 その他，パウロ書簡ではロマ 15 : 20，ガラ 2 : 18，Iテサ 5 : 11。さらに「上に建てる，建て上





avga,ph oivkodomei/）」（8 : 1）ことを認め合う場でもある12。Choiによれば「oivkodomh,」を実現
する礼拝を守るために，パウロは二つのことを要求している13。第一は礼拝において秩序














教会（Gemeinde）の oivkodomhは礼拝の出来事を通して生じるといえる。」Vgl. S. B. Choi, Geist und 
christliche Existenz : Das Glossolalieverständnis des Paulus im Ersten Korintherbrief （1Kor 14）, Neu-
kirchen-Vluyn 2007, 161.
12 Vgl. M.V. Lee, Paul, the Stoics, and the body of Christ, Cambridge 2006, p. 193.




について，わたしがいささか誇りすぎたとしても，恥にはならないでしょう。」（IIコリ 10 : 8），「壊
すため（eivj kaqai,resinÅ）ではなく造り上げるため（eivj oivkodomh.n）に主がお与えくださった権威によっ
て，厳しい態度をとらなくても済むようにするためです。」（同 13 : 10）
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